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   The following is a report of a patient with fibromyoma nd adenocarcinoma occurring 
simultaneously in the urinary bladder. 
   The patient, 44 years old, admitted to our clinic, complaining of urinary frequency, 
disuria and hematuria of 3 months duration. 
   A cystogram disclosed filling defect in the urinary bladder. 
   Four days after receiving treatment, he died of uremia. 
   Histological diagnosis is fibromyoma and adenocarcinoma of the urinary bladder. 


























































































と云 う,本 邦 に於ては木下5)(1962)は57例の
症例を集 め,そ の頻度 は 膀胱腫瘍 の自験 例229
例中肉腫 は2例 で0.87%と報告 している.叉
南6)(1960)は膀胱腫瘍118例中組織学的検査で
48例中肉腫 は2例 で1.62%であつたとい う.
一般に文献上全膀胱腫瘍に対す る膀胱 肉腫の




良性 非上皮性 腫瘍193例 を集 めて報告 してい
る.本 邦に 於ては 水本9)(1959)が20例を集
め,以 後 林10}(1959),杉村11)(1959)及び 今中
12)(1962)の報告 をみ るに過 ぎない.
一方上皮性腫瘍中腺癌の存在は最近 に至 り従
来か ら云 われているほど少 くはない と考 えられ
るようになつた.然 しながら扁平上皮癌叉は移
行上皮癌 と合併 する腺癌 の混合型及 びその発生
機構 を異にする尿膜管原発の腺癌 を除外 すれば
やは りThompsont'(1959)の膀胱 腫瘍 中5
9/o,Dean13}(1954)の1%及び 市川1》の2%の
如 く内外文献 を通 じて1～5%を しめす のみで
ある.更 に腺癌に於 ては強い浸潤像 を呈す る事
が注 目され る.
Virchowによって 同じ木か ら2本 の枝が並
んで出るように成長す るといわれ る衝突癌は膀
胱 腫瘍 においてはSaphiri4)(1938)による4例
の文献報告に始 ま り,Powerは1791年以来 の
324例の膀胱 肉腫 中17例に癌が 共存 した と述べ
ている.こ れ らの内には未 分化癌 も含 まれてお
り,Thompson15〕(1959)らも自験例に於 て癌
が肉腫 と み られる迄 変 化 した ものが 多 く存在
し,両 者が共存すれば碕形腫 と云つて よいと云
う.し か しDellt16}(1955)は明 らかに 粘膜面
より深部に進むにつれて肉腫内 に上皮性組織が
入 り込 んでい る症例 を報告 している.こ れ ら衝
突癌 に似て,我 々は連続切片に より上皮性腫瘍
と非上皮性腫瘍 の共存を確 めえた.又 現在迄 こ
のような症 例を他にみ いだ しえなかつた。
良性間質性膀胱腫瘍は本邦25例で男8例,女
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15例,不明2例 で,女}生に多 く,年 令 も生後11
ヵ月 より80才迄 と比較的 各年代層 に 渡つてい





最 も発生率が高 くなつ てお り,両 者 の間にかな
りの差がみ とめ らる.
発生部位は三 角部7例,後 壁7例,頂 部2例
であつて,前 壁に発生す る良性腫瘍は1例 で極
く稀である.
間質性膀胱腫瘍 の発生因子 は細網細胞 より化
成化 した結果起 るものと睾丸垂,胞 状垂,萎 縮
した ミみ一ラー氏管 より,尿 膜管,複 数の尿管
か ら発生す るとも,膀 胱 周囲の炎症の結果二次
的に増 生 した膀胱筋層 より発生す るともいわれ
ているがいつれの説 も弱 い,Cralleω(1943)
によると膀胱三角部頸部に間質性腫瘍はその半
数が発生 し又他の ものに於て も三角部に病変 が
みられ ることか ら,三 角部は最 も刺激を受けや
す くまた発生学的に も先天性 異常や他 の組織 の
迷入がお こりやすい ことか ら発生 を推論 してい
るが,そ のいつれ もが決定的な論拠 を持つてい
ないようである.
我 々の症 例の場合に筋線維腫が先 に発生 しゆ
るやかな成長 をみた ものと考 えるならぽ膀胱炎
を引 き起 し膀胱上皮の腺様構造へ の化成化 より
嚢胞性膀胱炎 となり,こ れが腺癌へ と変化 した
ものと考えうることも出来 る.事 実Mcintosh
19)(1955)らは膀胱外反症 に 高率 の腺癌の発生
をみ ると云 い,Anderson20〕(1957)は膀胱 外
反症には常 に腺性膀胱 炎の合併がある と述べて
いる.杉 村11)(1959)の報告 した第1例 の硬性
線維腫の症 例では一部の粘膜直下 に或 は粘膜に
近 く1層 より数層の円柱上皮 より成 る腺様構造
が存在 した と述べ,膀 胱 良性腫瘍 と粘膜 の化成
により発生 した腺性 膀胱 炎の存在 を示唆 してい
る.Melicow2v(1955)は膀胱腫瘍の分類 で膀
胱内正常腺組織 よ りの腺癌 の発生 の他に膀胱上
皮 の化成化 で腺性膀胱 炎 より腺癌 の発 生する と























1.44才の男子 に発 生 した筋線維腫 と腺癌 と
か らなる膀胱 混合腫瘍の1剖 検例を報告 した.
2.本 邦に於てみ られ た良性間質性膀胱腫瘍
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